
小澤征爾がタクトを振る今年のオーケストラ・コンサート〈Ｂプログラム〉では、前半にラヴェルの「道化師の朝の歌」、「シェエラザー
ド」が演奏されます。小澤はボストン交響楽団の音楽監督時代にラヴェルの管弦楽作品全集を録音しており、「シェエラザード」を歌
うメゾ・ソプラノのスーザン・グラハムもフランス作品を得意とする歌手です。「道化師の朝の歌」は５曲からなるピアノ組曲「鏡」の
第４曲で、今回演奏されるのはラヴェル自身が管弦楽用に編曲したものです。
また後半に演奏されるブラームスの交響曲第２番は、サイトウ・キネン・オーケストラが１９９１年のヨーロッパ・アメリカ・ツアー
で演奏し、大好評を博した作品です。サイトウ・キネン・フェスティバル松本で演奏されるのは今回が初めてです。

○ ラヴェル ： 『道化師の朝の歌』

○ ラヴェル ： 『シェエラザード』
　 　　　　　　メゾ･ソプラノ ： スーザン・グラハム

○ ブラームス ： 『交響曲第2番 ニ長調 作品73』

コンサート会場と市内特設会場を光通信で結び、オーケストラコンサート（Bプログラム）を生中継で
大型スクリーンへ映し出します。また同時に、東京（六本木ヒルズアリーナ）でもテレビ朝日、長野朝
日放送主催のスクリーンコンサートが開催されます。


